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本会は自衛隊員の激励及び慰問､退職隊員
の就職協力等を行うと共に自衛隊の諸行事
に協力し隊員との親睦を図り､防衛思想の
普及並びに隊員の健全な育成発展に協力す
るを目的とする｡

☆沖縄における在日米軍主要部隊などの配置図（令和２年度末現在）

排他的経済水域（200海里）

領海 ≒領空
（12海里）

接続水域（24海里）

☆沖縄を除く地域における在日米軍主要部隊などの配置図（令和２年度末現在）

☆九州・南西地域における主要部隊新編状況（2016年以降）（概念図）

☆わが国周辺における主な兵力の状況（概数）

☆インド太平洋地域への関与（イメージ）☆インド太平洋地域への関与（イメージ）

☆わが国周辺海空域における最近の中国軍の主な活動（イメージ）

我が国周辺で何が起こっているのか？（Ⅵ）我が国周辺で何が起こっているのか？（Ⅶ）
（第 2面に「世界の軍事力比較」と「最近の世界の動き」を掲載）

令和３年版防衛白書等から抜粋

（令和４年　防衛白書から抜粋）
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中国 ロシア 北朝鮮・韓国 米国 日本 西欧中東
21.11.11 6 中総会「歴史決議」
22.2.4 〜 20 北京五輪
3.4 〜 11 北京パラリンピック
6.12 〜 7.2 中国軍艦艇本州一周
6.23 尖閣諸島領海侵入
6.24 BRICS 拡大会議
7.5 尖閣諸島領海侵入
7.4 中露軍艦が尖閣 EEZ 通過
8.4 〜 7 台湾囲み軍事演習
日本の EEZ に弾道ミサイル 5 発
9.3 中国軍 300 機台湾海峡中間線越え
9.5 〜 8 東方経済フォーラム
9.29 日中国交正常化 50 年
9.15 〜 16 上海機構会議（SCO）

2.24 露軍ウクライナ侵攻
5.9 露大統領侵攻を正当化
5.16 CSTO 会議（アルメ , ベラ
ルーシ , カザフ , キルギス , 露）
6.5 〜 7.1 露駆逐艦 4 隻本州一周
6.30 サハリン２接収
7.3 東部ルガンスク完全制圧
7.14「戦時経済体制法」成立
8.11 ウクライナ穀物輸出再開
8.18 露軍ザボロジェ原発占拠
9.3 〜 7 露大規模軍事演習［ボ
ストーク 2022］（中印等 13 か国）

1.5 〜 30 北弾道ミサイル
3.10 韓国大統領尹錫悦（ユ
ンソクヨル）氏
5.21 米韓首脳会談
5.4 〜 25 北弾道ミサイル
6.5 〜 6 弾道ミサイル 8 発
9.7 〜 8 北最高人民会議

（核使用を法制化）
9.9 北建国 74 年記念日 

5.23 日米首脳会談
5.24 クアッド首脳会談
6.9 日本非常任理事国へ
6.29 日米韓首脳会談
8.2 アル・カイーダ指導
者ザワヒリ容疑者殺害
8.2 米ペロシ米下院議長
台湾訪問
8.26 NPT 会議（核拡散
防止条約）露の反対で
決裂

21.10.4 岸田内閣発足
2.1 石原元東京都知事死亡
6.29 日米韓首脳会談
7.8 安倍元首相の暗殺
7.10 参議院選挙
8.10 第 2 次岸田内閣発令
8.28 〜 9.3 オリエントシー
ルド 22（日・米陸軍共演）
9.11 尖閣諸島国有化 10 年
9.27 安倍元首相の国葬
9.29 日中国交正常化 50 年

6.26 〜 28 G7 サミット
（ウクライナ支援表明）
6.28 〜 30 NATO 首脳会議

（露を脅威、中を挑戦）
7.5 NATO フィンランド・
スウェーデン加盟議定書署名
9.6 トラス氏英首相に就任
9.8 エリザベス英女王死去
9.9 チャールズ英国王即位
9.19 エリザベス英女王国葬

順位 国名 人口万人 軍事費 / 億ドル GDP 比 兵力万人 戦車（数） 戦闘機 海上 / 万 t（艦船） 核兵器弾頭数

1 アメリカ 3 億 2906 7176（約 79 兆円） 3.48 130（80） 5880 1962 729（空母 24 原潜 69 他 300） 約 1600/5428（ICBM 800 SLBM 1920 航空機
1080）

2 ロシア 1 億 4587 659（約 7.2 兆円） 4.08 90（200） 13127 818 202（空母 1 潜 58 他 300） 約 1600/5977（ICBM 等 1664 SLBM 1751
航空機 1080 他）

3 中国 13 億 6641 3274（約 36.0 兆円） 1.74 204（51） 6200 3030 224（空母 3 潜 70 他 680） 約 350（ICBM 等 258 IRBM 72 SLBM 72
航空機 20）数年以内に 1000 発？

4 インド 12 億 9683 765（約 8.4 兆円） 2.66 346（116） 4425 928 46（空母 2 潜 14 他 270） 160（ICBM 等 84 SLBM 28 航空機 48）
5 日本 1 億 2612 541（約 5.9 兆円） 1.07 22.6（4） 379 360 51（ヘリ空母 4 潜 22 他 118）
6 フランス 6736 668（約 7.3 兆円） 1.9 38（4） 406 430 40（空母 4 潜 10 他 105） 290（SLBM 240 航空機 50）
7 英国　 6753 683（約 7.5 兆円） 2.22 15（8） 330 295 76（空母 2 潜 10 他 64） 225（SLBM 225）
8 韓国 5141 502（約 5.5 兆円） 2.78 62（310） 2654 406 28（潜 18 他 180）
9 パキスタン 2 億 0492 70（約 7700 億円） 4.02 91.9 2200 448 （潜 9 他 100） 165（ICBM 等 124 航空機 41）
10 ブラジル 2 億 0884 270（約 3 兆円） 1.44 167 430 43 （潜 5 他 110）
11 イタリア 6213 320（約 3.5 兆円） 1.54 32（2） 200 268 23（空母 2 潜 8 他 130）
12 エジプト 9704 37（約 4000 億円） 1.18 92 2200 210 （空母 2 潜 8 他 310）
13 トルコ 8125 204（約 2.2 兆円） 1.22 71.5 2446 200 22（潜 13 他 194）
14 イラン 8202 15.8（約 1.7 兆円） 2.2 93 1650 331 （潜 7 他 398）
15 インドネシア 2 億 6278 94（約 1.3 兆円） 0.86 80 315 41 27（潜４他 190）
16 ドイツ 8045 642（約 7.0 兆円） 1.44 20.8（3） 900 225 （潜 6 他 75） 　
17 オーストラリア 2347 317（約 3.5 兆円） 1.98 8 66 172 （空 2 潜 6 他 90）
18 イスラエル 842 210（約 2.3 兆円） 5.6 60（47） 2800 369 （約 65 隻） 90（ICBM 60 航空機 30）
19 スペイン 4933 116（約 1.3 兆円） 1.01 14 327 136 （潜 0 他 46）
20 サウジアラビア 3200 555（約 6.1 兆円） 6.59 23 1062 244 （潜 0 他 55）

21 台湾 2354 121（約 1.3 兆円） 1.92 17 750 520 20.5（潜 4 他 250）
（25 年潜 8 導入）

22 ウクライナ 4399 59（約 6500 億円） 4.13 20（90） 2445 69 （約 25 隻）
23 カナダ 3588 212（約 2.4 兆円） 1.27 9.4 80 53 （約 63 隻）
24 ポーランド 3842 93（約 1 兆円） 2.42 11 1100 93 （約 83 隻）
25 スウェーデン 1020 59（約 6500 億円） 2 11（30） 280 100
26 南アフリカ 6030 37（約 4070 億円） 1.3 5.5 250
27 ギリシャ 1030 54（約 6000 億円） 3.76 2.3 1062 244
28 ベトナム 9700 55（約 6000 億円） 2.28 548 2575 108 （約 65 隻）
29 タイ 7010 73（約 8000 億円） 1.8 30 153 （空母 1 他 151）
30 北朝鮮 2538 500（約 5.5 兆円） 24.1 128（60） 6075 545 （潜 25 他 750） 20 〜 40（弾道ミサイル）
31 アルジェリア 4540 97（約 1.1 兆円） 6.66 79 2405 97
32 スイス 880 57（約 6200 億円） 0.87 80 560 70
33 ノルウェー 537 71（約 7800 億円） 1.55 2.4 52 150 （約 62 隻）
34 イラク 4420 71（約 7800 億円） 4.05 98 5600 700
35 ナイジェリア 20345 26（約 2860 億円） 0.63 12 253 129 （約 75 隻）
36 UAE 970 ? 5.64 6.4 434 538 ※軍事費データなし
37 オランダ 1720 12.5（約 1375 億円） 1.65 5.9 60 30 （約 75 隻）
38 ルーマニア 2145 57（約 6300 億円） 1.99 7 943 143 （約 48 隻）
39 ミャンマー 5520 21（約 2300 億円） 3.15 40.6 610
40 アルゼンチン 4469 54.7（約 6000 億円） 0.76 8.3 370 227 1
41 チェコ 1030 13.5（約 1500 億円） 1.5 1400 164 38
42 シンガポール 590 108（約 1.2 兆円） 3.2 7.5 190 115
43 メキシコ 1 億 3160 61（約 6700 億円） 0.57 23 1062 244
44 コロンビア 4816 92（約 1 兆円） 3.38 29.5 0 469 （約 453 隻）
45 ベネズエラ 3168 52（約 5700 億円） 0.1 34.3 390 260 （約 429 隻）
46 バングラデシュ 1 億 5945 45.6（約 5000 億円） 1.24 14.2 4135 456 （約 56 隻）
47 シリア 1945 25（約 2750 億円） 4.06 16 276 177
48 マレーシア 3180 38（約 4200 億円） 1.14 11 74 170 （約 1 隻）
49 ポルトガル 1010 47（約 5100 億円） 2.14 4.3 217 40 （潜 2 他）
50 ペルー 3133 26（約 2900 億円） 1.34 9 146 273 （約 60 隻）

世界の軍事力比較（世界軍事ランキング2022）

・2019~2022防衛白書等から抜粋
・. 2022 Military Strength Ranking by Global Firepower参考
・空欄は不明。その他修正等あればご一報ください。

（　）は予備役

最近の世界の動き（2021.11～2022.9）

中台軍事力比較
中　　国 台　　湾

　　総兵力 約204万人 約17万人
陸上 兵力 約97万人 約10万人

戦車等 6200両 750 両
総トン数 約224万トン 約20.5万トン

海上 艦艇 約750隻 約250隻 
艦船 約90隻 約30隻
潜水艦 約70隻 4隻
海兵隊 約4万人 約1万人

航空 作戦機 約3030機 約520機
近代戦闘機 1270機 323機

　　　　　　※令和4年防衛白書から転載
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「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
︱

　

人
生
に
於
け
る
幸
不
幸
は
予
測

し
が
た
い
と
い
う
事
で
す
。
私
も
齢

七
十
に
な
っ
て
そ
れ
ま
で
の
半
生
を

振
り
返
る
と
、「
山
高
け
れ
ば
、
谷

深
し
！
」

　

大
宇
宙
は
我
々
ち
っ
ぽ
け
な
人
間

を
も
例
外
と
せ
ず
、
き
っ
ち
り
バ
ラ

ン
ス
と
タ
イ
ミ
ン
グ
の
中
に
組
み
込

ん
で
、「
善
い
事
が
続
い
た
」
と
思

う
と
、
そ
れ
が
起
因
に
な
っ
て
今
度

は
「
暗
澹
た
る
状
態
」
を
招
き
入
れ

ま
す
。

　

そ
れ
の
最
大
要
因
は
、“
気
の
緩

み
”
な
の
で
す
が
、
こ
こ
が
人
間
の

ア
ホ
な
と
こ
ろ
。「
上
手
く
い
っ
た
」

と
思
い
き
や
、
そ
れ
が
“
正
常
性
バ

イ
ア
ス
”
の
ト
リ
ガ
ー
（
引
き
金
）

と
な
っ
て
、
厄
災
を
引
き
込
む
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
人
間
の
幸
・

不
幸
は
、
須
く
自
分
自
身
の
所
行
の

中
に
あ
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
赤
字
の
出
た
会
社
は
赤
字

が
出
る
よ
う
に
経
営
し
て
い
る
か
ら

赤
字
に
な
る
の
で
す
。
人
と
い
ざ
こ

ざ
が
絶
え
な
い
人
間
は
、
ど
こ
に
居

て
も
い
ざ
こ
ざ
を
起
こ
し
ま
す
。
後

年
に
な
っ
て
「
人
間
の
成
功
・
失
敗

は
、
そ
の
人
間
の
心
を
自
分
自
身
が

如
何
に
処
理
す
る
か
」
に
掛
か
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
咀
嚼
す
れ
ば
、「
選
択
肢
と
優
先

順
位
を
自
分
自
身
の
判
断
や
決
断
・

決
行
に
疑
問
を
抱
か
ず
己
の
全
て
を

信
じ
切
っ
て
前
進
で
き
る
か
ど
う
か
」

に
掛
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

病
と
い
う
の
は
人
間
の
負
の
部
分

を
明
快
に
し
て
く
る
悪
魔
の
よ
う
な

存
在
で
す
。
お
釈
迦
さ
ま
が
や
っ
て

は
い
け
な
い
と
宣
っ
た「
憤
怒・恐
怖・

哀
惜
」（
三
忽
）
に
心
を
苛
ま
れ
れ
ば
、

不
安
が
寄
せ
て
は
返
す
波
濤
の
よ
う

に
脳
裏
を
過
り
ま
す
。
身
体
の
調
子

が
大
分
落
ち
着
い
た
現
在
、
そ
の
原

因
は
何
か
？
と
振
り
返
る
の
で
す
が
、

明
快
な
回
答
は
得
ら
れ
ず
、
芥
川
龍

之
介
の
遺
言
で
は
な
い
で
す
が
「
漠

然
と
し
た
不
安
」」
が
心
を
蝕
む
の
で

す
。
そ
ん
な
中
、
私
が
得
た
結
論
は
、

「
こ
の
世
に
苦
楽
は
存
在
し
な
い
。
人

生
と
は
心
一
つ
の
置
き
ど
こ
ろ
！
」。

則
ち
己
自
身
の
感
じ
方
と
考
え
方
そ

の
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
ま
さ

し
く
事
象
に
対
す
る
自
分
の
判
断
や

反
応
だ
と
、
今
は
自
分
自
身
で
納
得

し
て
い
ま
す
。

▼
平
和
ボ
ケ
か
ら
目
を
覚
ま
そ
う

　

こ
の
様
な
不
安
は
、
今
現
在
ロ
シ

ア
に
侵
攻
さ
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
達
の
心
に
な
っ
て
み
れ
ば
、
よ

り
明
快
に
こ
の
三
忽
に
苛
ま
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

自
分
の
身
体
の
病
ひ
と
つ
で
不
安

の
極
致
に
落
ち
る
の
で
す
か
ら
、
こ

れ
が
国
同
士
の
戦
争
と
な
る
と
そ
の

恐
怖
感
も
、
苛
立
ち
も
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
恐
ろ
し
い
ま
で
の
精
神
状

態
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。

　

先
般
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統

領
が
自
国
の
兵
士
不
足
に
言
及
し
、

「
そ
れ
を
補
う
た
め
に
は
囚
人
を
駆
り

出
し
て
で
も
、
ま
た
、
北
朝
鮮
に
協

力
を
求
め
て
で
も
や
り
遂
げ
る
」
と

国
民
に
檄
を
飛
ば
し
た
と
言
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
こ
と
を
言
う
プ
ー
チ
ン

は
、
私
か
ら
見
れ
ば
“
正
気
の
沙
汰
”

を
通
り
越
し
て
い
ま
す
。
戦
争
終
結

へ
の
策
が
尽
き
（
こ
れ
は
想
像
で
す

が
）
周
囲
か
ら
は
矢
の
催
促
で
、「
明

快
な
解
決
策
の
提
示
」
を
求
め
ら
れ

れ
ば
、
彼
ほ
ど
の
秀
才
も
一
人
っ
き

り
に
な
っ
た
時
に
は
半
狂
乱
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
我
々
日
本
人
は
世
界
の

裏
側
で
の
出
来
事
と
高
を
括
っ
て
ア

パ
シ
ー
（
無
感
動
・
無
感
心
・
無
感
覚
）

状
態
の
人
間
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
七
七
年
間
戦
い
の
な
い
国

で
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
平
和
ボ
ケ
し

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
我
々
の
臨
海
を

プ
ー
チ
ン
の
海
軍
が
領
海
・
領
空
を
、

我
々
日
本
人
の
ボ
ケ
具
合
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
よ
う
に
軍
艦
や
戦
闘
機
で
侵

犯
し
て
き
ま
す
。
ま
た
北
朝
鮮
の
ロ

ケ
ッ
ト
坊
や
（
金
正
恩
）
も
無
闇
に

自
国
の
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込
ん
で
き

ま
す
。
そ
し
て
、
中
華
人
民
共
和
国

の
習
近
平
は
、
絶
妙
と
も
い
え
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
「
台
湾
と
我
が
国
は
一

つ
！
」
と
言
い
だ
し
、
台
湾
近
海
で

大
軍
事
訓
練
を
始
め
ま
し
た
。
い
わ

ゆ
る
“
台
湾
有
事
”
の
狼
煙
が
上
げ

ら
れ
た
の
で
す
。

　

台
湾
有
事
、
い
や
台
湾
略
奪
戦
争

が
も
し
起
こ
れ
ば
、
日
本
が
巻
き
込

ま
れ
る
の
は
必
然
と
い
う
こ
と
は
地

図
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
。
中
国
の
習

近
平
は
我
々
日
本
の
近
海
や
、
台
湾

沿
岸
だ
け
で
は
な
く
、
南
シ
ナ
海
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
E
E
Z
（
排
他
的
経

済
水
域
）
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
台
湾
の

大
学
が
共
同
で
海
洋
調
査
を
行
っ
て

い
た
最
中
、
中
国
海
警
局
の
船
が
異

常
接
近
し
、
数
日
に
わ
た
っ
て
追
い

か
け
回
す
と
い
う
事
件
も
起
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
も
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
南
シ
ナ
海

を
自
国
の
領
土
扱
い
す
る
な
ら
、
こ

の
ま
ま
ゆ
け
ば
、
南
極
は
自
国
の
領

土
、
い
や
、
月
も
自
国
の
衛
星
と
言

い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

世
の
摂
理
か
ら
推
し
量
る
と
、
ま

さ
に
我
々
日
本
だ
け
が
安
穏
と
し
た

平
和
を
享
受
で
き
る
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。
西
郷
翁
遺
訓
も
政
治
の
根
本

は
「
軍
備
・
教
育
・
農
業
」
と
喝
破

す
る
よ
う
に
、
国
家
体
勢
の
基
本
を

日
本
の
地
に
再
び
シ
ッ
カ
リ
と
根
付

か
せ
、
日
本
有
事
に
備
え
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。

　

今
の
日
本
人
は
、
日
本
に
火
の
粉

が
降
り
か
か
っ
て
き
て
も
「
日
米
安

保
条
約
」
で
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う

よ
う
な
他
人
事
の
立
場
で
台
湾
有
事

を
見
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。
条

約
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
取
り
決
め

で
す
。
そ
の
昔
、ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
「
条

約
は
破
る
た
め
に
あ
る
」
と
公
言
し

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

い
ま
こ
そ
泰
然
自
若
賭
し
た

態
度
を

　

西
郷
を
筆
頭
に
明
治
の
元
勲
達
は

み
な
自
国
の
こ
と
を
真
摯
に
考
え
、

威
風
堂
々
、
頼
り
甲
斐
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
齢
七
十
年
の
間
、
世
間

に
多
く
の
偉
業
を
為
し
た
方
々
に
可

愛
が
っ
て
貰
い
ま
し
た
。
そ
の
方
達

は
、
こ
ち
ら
が
心
を
い
て
接
す
る
と
、

「
こ
の
先
生
の
何
処
が
立
派
な
ん
だ
ろ

う
？
」
と
思
う
く
ら
い
普
通
の
人
で

す
。
つ
ま
り
、
近
づ
い
て
ゆ
か
な
い

と
そ
の
真
価
を
シ
ッ
カ
リ
認
知
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
人
は

全
て
、
不
動
明
王
の
よ
う
に
動
じ
な

い
の
で
す
。
そ
し
て
周
囲
に
は
皆
が

喜
ぶ
楽
し
い
話
を
し
、
そ
の
何
気
な

い
話
の
中
に
、
ズ
ッ
シ
リ
と
し
た
肚

を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
ご
縁
を

頂
い
た
賢
者
の
皆
さ
ん
の
共
通
項
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
態
度
を
体
得
し

た
人
を
“
泰
然
自
若
”
と
評
し
、
こ

の
泰
然
自
若
と
し
た
境
地
を
“
絶
対

積
極
”
と
呼
ん
で
尊
敬
の
対
象
と
し

た
の
で
し
た
。

連
載
エ
ッ
セ
イ

夕
暮
れ
の
街 

そ
の
�

新
渡
戸
稲
造
・
武
士
道
�

　
M
&
U
ス
ク
ー
ル
学
長

　
梅う
め
谷た
に
忠た
だ
洋ひ
ろ

（
フ
ル
ー
ト
奏
者
・「
お
も
い
で
酒
」
作
曲
家
）

　
「
ロ
シ
ア
と
い
う
国
は
、
常
に
嘘

を
つ
き
、
常
に
約
束
を
破
る
。」
そ

れ
は
あ
の
国
の
常
識
だ
。

　

国
際
関
係
に
お
い
て
は
、
約
束
が

破
ら
れ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
し
か

し
、
同
じ
約
束
違
反
で
も
、
ロ
シ
ア

の
そ
れ
は
特
に
悪
質
だ
。
何
故
ロ
シ

ア
の
約
束
の
破
り
方
は
格
段
に
危
険

な
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

　

国
際
関
係
に
お
い
て
、
多
く
の

場
合
は
、
約
束
を
破
っ
た
国
は
、
都

合
や
情
勢
が
変
わ
っ
た
時
に
、
約

束
を
破
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
場

合
は
文
字
通
り
「
約
束
を
破
る
た

め
に
約
束
を
す
る
」の
だ
。
つ
ま
り
、

約
束
を
し
た
時
点
で
そ
れ
を
破
る

つ
も
り
で
い
る
。
ロ
シ
ア
か
ら
見
る

と
、
約
束
と
い
う
の
は
、
相
手
国

を
騙
し
て
、
油
断
さ
せ
る
道
具
に

過
ぎ
な
い
。

　

つ
ま
り
、「
ロ
シ
ア
は
約
束
を
守

る
気
が
な
い
」
と
い
う
認
識
さ
え

間
違
い
だ
。
守
る
気
が
な
い
の
で
は

な
く
、
最
初
か
ら
破
る
前
提
で
約

束
を
す
る
の
だ
。「
守
る
気
が
な
い
」

だ
け
な
ら
、
積
極
的
に
約
束
を
破

る
意
図
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、

ロ
シ
ア
の
場
合
は
明
確
に
、
約
束

し
た
時
点
で
そ
れ
を
破
る
つ
も
り

で
い
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
国
際
約
束

の
違
反
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
も

き
り
が
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
特
に

酷
い
例
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

日
本
人
は
こ
の
ロ
シ
ア
の
性
質
を
、

よ
く
ご
存
じ
で
あ
ろ
う
。

①
１
９
４
１
年
に
、
日
ソ
中
立
条
約

は
締
結
さ
れ
た
が
、
当
然
、
締
結

し
た
時
点
で
ソ
連
は
条
約
を
守
る
つ

も
り
は
全
く
な
か
っ
た
。
条
約
締
結

で
、
日
本
と
の
衝
突
の
可
能
性
が
な

く
な
っ
た
ソ
連
は
、
そ
の
後
も
日
米

を
戦
わ
せ
る
謀
略
を
続
け
た
。当
然
、

そ
の
謀
略
の
目
的
は
日
本
を
破
壊

し
、
東
ア
ジ
ア
と
日
本
自
体
を
共
産

化
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
日

ソ
中
立
条
約
は
最
初
か
ら
、
日
本
を

ア
メ
リ
カ
に
向
か
わ
せ
る
手
段
に
過

ぎ
ず
、
そ
れ
を
破
る
こ
と
を
ソ
連
が

締
結
し
た
時
点
で
考
え
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

ソ
連
が
崩
壊
し
、
国
名
は
ロ
シ

ア
連
邦
に
な
っ
て
も
、
約
束
を
破

る
た
め
に
約
束
を
す
る
や
り
方
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

②
１
９
９
７
年
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
間
に
、
友
好
条
約
が
結

ば
れ
、
そ
の
条
項
の
一
つ
は
「
両

国
は
お
互
い
の
領
土
統
一
性
を
尊

重
し
、
現
国
境
が
不
変
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
」
と
い
う
内
容
だ
。

こ
の
条
約
は
２
０
１
９
年
ま
で
有

効
だ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
は
こ
の
条
約

を
締
結
す
る
前
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
支
配
す
る
謀
略
を
行
っ
て
い

た
。
当
然
、
締
結
の
時
期
、
そ
し

て
そ
の
後
で
も
、
ロ
シ
ア
は
連
綿
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
配
を
狙
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
条
約
も
「
ロ
シ
ア
が

方
針
を
変
え
て
、
条
約
を
破
る
こ

と
に
し
た
」
の
で
は
な
く
、
締
結

し
た
時
点
か
ら
、
そ
れ
を
破
る
つ

も
り
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
、

こ
の
条
約
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
油
断

さ
せ
、
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
備
え
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
、
大
統
領
を
含
め
、

ロ
シ
ア
の
高
官
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
対
し
て
領
土
主
張
は
な
い
」「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
攻
撃
す
る
つ
も
り
は

な
い
」
と
何
度
も
繰
り
返
し
て
言
っ

て
い
た
。

　

そ
れ
ら
も
す
べ
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
征
服
を
狙
い
な
が
ら
の
発
言

だ
っ
た
。

③
か
な
り
著
し
い
事
例
だ
っ
た
の

は
、
２
０
１
４
年
３
月
４
日
の
プ
ー

チ
ン
に
よ
る
「
ロ
シ
ア
は
ク
リ
ミ
ア

を
取
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
い
う
発

言
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
軍
は
２
月
20
日

か
ら
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
占
領
作
戦
を

始
め
た
の
で
、３
月
４
日
の
時
点
で
、

ロ
シ
ア
軍
は
ク
リ
ミ
ア
を
占
領
し
つ

つ
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
れ
は
併
合
す
る
た
め
だ
っ
た
。
そ

し
て
３
月
18
日
に
、
ロ
シ
ア
は
正
式

に
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
領
有
宣
言
を
し

た
。
だ
か
ら
、
プ
ー
チ
ン
の
発
言
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
国
際
社
会
を
油
断
さ

せ
る
こ
と
が
唯
一
の
意
味
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
プ
ー
チ
ン
が
自
ら
署
名
し

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
に
お
け
る
戦

争
を
終
結
さ
せ
る
た
め
の
「
ミ
ン
ス

ク
合
意
」
も
、
署
名
の
翌
日
か
ら
破

ら
れ
、
２
０
２
２
年
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
合
意
破
棄
ま
で
、
こ
れ
は
守
ら
れ

た
日
は
一
日
も
な
か
っ
た
。

④
２
０
２
２
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
全
面
侵
略
の
直
前
で
も
、

ロ
シ
ア
の
高
官
は
何
度
も
、
ロ
シ
ア

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
攻
撃
す
る
つ
も
り

は
な
い
と
強
調
し
て
い
た
。
こ
れ
も

全
面
侵
略
の
準
備
の
最
中
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
全
面
侵
略
が
起
き
た
後
で

も
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土

を
奪
う
つ
も
り
は
な
い
と
平
気
で
言

う
。
そ
れ
も
当
然
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

土
を
占
領
し
、
併
合
の
準
備
を
行
い

な
が
ら
の
発
言
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
は
常
に
嘘

の
約
束
を
す
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
ロ
シ
ア
の
発
言
を
こ
の
観

点
か
ら
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、「
ロ
シ
ア
は
こ
れ
か

ら
今
の
約
束
を
破
る
か
も
し
れ
な

い
」
の
で
は
な
く
、「
ロ
シ
ア
は
今

し
た
約
束
を
破
る
つ
も
り
」
だ
と
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ロ
シ
ア
と
交
渉
を

一
切
し
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
交
渉
す
る
時
に
、
特

に
何
ら
か
の
合
意
を
す
る
時
に
、「
ロ

シ
ア
は
こ
の
瞬
間
に
す
で
に
そ
れ
を

破
る
つ
も
り
で
い
る
」
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
、
そ
の
時
点
で
、
ロ
シ
ア

は
こ
の
合
意
で
何
を
狙
う
の
か
、
こ

れ
か
ら
ど
う
い
う
約
束
の
破
り
方

を
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
見
極

め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
口
で
は
、
ど

ん
な
に
い
い
こ
と
を
言
っ
て
も
、
ロ

シ
ア
は
常
に
他
国
に
害
を
与
え
る
こ

と
だ
け
を
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、

ロ
シ
ア
の
言
う
こ
と
を
一
つ
一
つ
疑

い
、
そ
の
言
葉
の
裏
に
ど
う
い
う
企

み
が
あ
る
の
か
、
想
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
で
、

一
切
彼
ら
を
信
じ
な
い
強
い
姿
勢
を

貫
か
な
い
と
、
必
ず
国
益
を
損
な
う

こ
と
に
繋
が
る
。

特
別
寄
稿 

日
本
へ
の
警
鐘
⑵

�

「
ロ
シ
ア
は
約
束
を
破
る
た
め
に
約
束
を
す
る
」

国
際
政
治
学
者
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

グ
レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー

楯じ
ゅ
ん　

　
　
滴て

き

　

安
倍
元
首
相
の
レ
ガ
シ
ー

　

安
倍
元
総
理
大
臣
は
令
和
４

年
７
月
８
日
奈
良
市
で
参
議
院

選
挙
遊
説
中
に
銃
撃
さ
れ
、
弱

冠
67
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
９
月

27
日
国
葬
が
行
わ
れ
た
が
、
故

石
原
慎
太
郎
氏
に
引
き
続
き
代

表
的
日
本
人
が
去
っ
て
大
多
数

の
日
本
人
が
無
量
感
に
襲
わ
れ

た
。
安
倍
元
総
理
の
功
績
に
つ

い
て
は
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
重
複
を
厭

わ
ず
、
歴
史
に
残
さ
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
安
全
保
障
・
防

衛
関
連
で
は
防
衛
庁
を
防
衛
省

に
、
世
界
に
先
駆
け
て
自
由
で

開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
、

日
米
豪
印
（
Q
U
A
D
）
の
枠

組
み
を
構
築
し
た
。
さ
ら
に
国

家
安
全
保
障
戦
略
、
平
和
安
全

保
障
法
制
、
特
定
秘
密
保
護
法

制
定
等
世
界
の
平
和
と
日
本
の

安
全
の
他
、
経
済
、
教
育
分
野

に
お
い
て
戦
後
な
し
え
な
か
っ

た
政
策
を
実
行
し
た
。

　

特
に
中
国
の
覇
権
主
義
、
北

朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に

早
く
か
ら
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
防

衛
力
の
強
化
を
主
導
し
、
力
に

よ
る
現
状
変
更
の
危
険
が
高
ま

る
今
日
の
民
主
主
義
世
界
に
対

す
る
先
見
性
を
示
し
て
い
た
。

　

日
本
人
は
元
来
、
武
士
道
精

神
と
、
聖
徳
太
子
十
七
条
憲
法

第
一
条
「
和
を
も
っ
て
貴
し
と

な
す
」
を
規
範
と
し
た
人
間
世

界
の
最
高
峰
と
も
い
う
べ
き
日

本
精
神
（
誠
実
、
慈
愛
、
惻
隠
、

忍
耐
、
礼
節
、
名
誉
、
孝
行
、

公
の
精
神
等
、
卑
怯
を
憎
む
精

神
）
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
精

神
を
世
界
の
ひ・

・

・

・

・

の
き
舞
台
で
広

め
、
世
界
平
和
に
貢
献
し
て
日

本
の
存
在
感
を
著
し
く
高
め
た

こ
と
が
最
大
の
功
績
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？

　

故
エ
リ
ザ
ベ
ス
英
女
王（
声
明
）

「
突
然
の
悲
劇
的
な
死
に
深
い
悲

し
み
を
覚
え
る
」
バ
イ
デ
ン
米
大

統
領
「
安
倍
元
首
相
の
死
は
世
界

に
と
っ
て
大
き
な
損
失
だ
」

　

心
か
ら
の
ご
冥
福
を
捧
げ
ま
す
。

�

（
令
和
４
年
10
月
K
E
）

グ
レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
略
歴

�

［
Guren
ko
An
dr
i
］

国
際
政
治
学
者
。
１
９
８
７
年
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
キ
エ
フ
生
ま
れ
。
２

０
１
０
年
か
ら
11
年
ま
で
早
稲
田

大
学
で
語
学
留
学
。
同
年
、
日
本

語
能
力
検
定
試
験
１
級
合
格
。
12

年
、
キ
エ
フ
国
立
大
学
日
本
語
専

攻
卒
業
。
13
年
、
京
都
大
学
へ
留

学
。
19
年
、
京
都
大
学
大
学
院
人

間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
指
導
認
定
退
学
。
ア
パ
日
本
再

興
財
団
主
催
第
９
回
「
真
の
近
現

代
史
観
」
懸
賞
論
文
学
生
部
門
優

秀
賞
（
２
０
１
６
年
）。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
、
世
界
情
勢
に
つ
い
て
講

演
・
執
筆
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
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○ 

世
界
中
が
コ
ロ
ナ
と
闘
っ
て
い
る

最
只
中
、
２
月
24
日
ロ
シ
ア
が
突

然
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
半
年

以
上
経
ち
、
さ
ら
に
安
倍
元
首
相

が
凶
弾
に
倒
れ
、
70
年
間
世
界
中

か
ら
敬
愛
さ
れ
た
英
国
女
王
が
死

去
す
る
等
文
字
通
り
一
寸
先
は
闇

の
現
在
で
す
。

〇 

ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影
響
や

世
界
中
を
席
巻
す
る
異
常
気
象
の

影
響
で
世
界
の
食
糧
や
石
油
資
源

等
の
枯
渇
、
さ
ら
に
力
で
現
状
を

変
え
よ
う
と
す
る
国
の
台
頭
が
激

し
く
な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

〇 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
ず
自
己
防
衛
に
徹
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
国
を
守
る
中
心
的

役
割
を
果
た
す
自
衛
隊
に
対
す
る

応
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〒
５
４
１
︲
０
０
４
１

　

大
阪
市
中
央
区
北
浜
三

－

五

－一
九

　
　

淀
屋
橋
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル
701
号

　
℡  ・℻
０
６
ー
６
２
０
２
ー
８
２
８
４

　

E

–m
ailek@

ace.odn.ne.jp

事
務
局
だ
よ
り

行
事
メ
モ

�

（
令
和
4
年
10
月
～
12
月
）

□
中
部
方
面
隊
創
隊
記
念
日

　
（
伊
丹
）�

10
月
２
日
㈰

□
第
３
師
団
追
悼
式

　
（
千
僧
）�

10
月
8
日
㈯

☆
空
自
部
内
課
程
卒
業
式

　
（
奈
良
）�

10
月
14
日
㈮

☆
空
自
浜
松
基
地
祭

�

10
月
23
日
㈰

▽
自
衛
隊
観
閲
式
国
際
観
艦
式

　
（
相
模
湾
無
観
客
）�

11
月
6
日
㈰

□
明
野
駐
屯
地
創
立
記
念
日

　
（
三
重
）�

11
月
13
日
㈰

□
姫
路
駐
屯
地
創
立
記
念
日

�

11
月
13
日
㈰

☆
空
自
岐
阜
基
地
祭

�

11
月
13
日
㈰

○
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り

　
（
東
京
）�

11
月
19
日
～
20
日
㈰

□
八
尾
駐
屯
地
創
立
記
念
日

�

11
月
20
日
㈰

○
全
国
防
衛
協
会
女
性
研
修
会

　
（
奈
良
）�

11
月
21
日
㈪

□
今
津
駐
屯
地
創
立
記
念
日

�

11
月
27
日
㈰

☆
空
自
飛
行
課
程
卒
業
式

　
（
奈
良
）�

11
月
28
日
㈪

〇
関
西
安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー

　
（
大
阪
）�

12
月
２
日
㈮

〇 

女
性
会
員
に
よ
る
女
性
自
衛
官

激
励�

12
月
８
日
㈭

☆
空
自（
防
大
・
一
般
）課
程
卒
業
式

　
（
奈
良
）�

12
月
22
日
㈭

□
第
３
師
団
音
楽
隊
演
奏
会

　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

�

12
月
24
日
㈯

�

（
□
陸
▽
海
☆
空
○
協
会
関
連
）

図
書
紹
介

★ 
ロ
シ
ア
よ
り
危
険
な
中
国

へ
の
防
衛
こ
そ
急
務

「 

中
国
の
脅
威
に
向
け
た

　
　
　
　

新
日
米
同
盟
」

　

 

4
人
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
分
析

ロ
バ
ー
ト
D
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
編

（
賛
助
会
員
）�
（
青
林
堂
）

　

７
月
８
日
、

ま
さ
に
白
昼

堂
々
と
奈
良

で
起
き
た
事

件
の
第
一
報
に
、
私
は
驚
か
な
か
っ

た
。
自
分
で
も
不
思
議
な
の
だ
が
、

「
あ
ら
、
そ
う
」
く
ら
い
の
反
応
だ
っ

た
。
や
が
て
犯
人
の
動
機
や
方
法
、

当
時
の
警
備
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
、

私
が
思
っ
た
の
は
次
の
三
点
だ
。

① 

ま
ず
は
、
様
々
な
意
味
で
の
日
本

の
「
貧
困
」。
そ
の
数
日
前
、
米

国
で
は
独
立
記
念
パ
レ
ー
ド
中
、

合
法
的
に
入
手
し
た
立
派
な
銃
で

市
民
数
名
が
殺
さ
れ
た
の
に
、
我

が
国
で
は
、
最
長
在
任
記
録
保
持

の
元
首
相
を
撃
つ
の
に
「
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
」
粗
悪
品
と
は
！
貧
し
い

ゆ
え
の
日
本
人
の
創
意
工
夫
と

「
物
作
り
」
の
実
力
が
皮
肉
に
も

発
揮
さ
れ
た
の
だ
。

② 

次
に
マ
ル
ク
ス
の
名
言
「
宗
教
は

民
衆
の
阿
片
」。
ち
な
み
に
マ
ル

ク
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
父
親
の
家

系
は
代
々
ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ビ
（
宗

教
的
指
導
者
）
だ
っ
た
と
か
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
規
律
に

縛
ら
れ
る
人
々
の
心
理
と
不
幸
が

理
解
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
私
は
無
神
論
＆
リ
ベ
ラ
ル
思
想

派
だ
が
、
共
産
主
義
者
で
は
な
い
）

我
々
の
賢
明
な
先
祖
は
、
マ
ル
ク

ス
の
は
る
か
以
前
か
ら
「
触
ら
ぬ

神
に
祟
り
な
し
」
と
教
え
て
く
れ

て
い
た
で
は
な
い
か
。

③ 

今
回
の
事
件
の
根
本
問
題
は
「
プ

ロ
不
在
」。
そ
れ
は
近
年
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
感
じ
て
い
る
。
大

学
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
ホ
テ
ル
、
建

設
業
、
土
建
業
、
そ
し
て
、
こ
の

た
び
は
警
察
。

　

 

元
首
相
の
横
の
Ｓ
Ｐ
が
す
ぐ
に
動

か
な
か
っ
た
り
、
背
後
に
注
意
し

な
か
っ
た
の
も
、
彼
ら
だ
け
の
せ

い
で
は
な
い
、
本
当
の
「
プ
ロ
」

が
い
な
い
社
会
構
造
を
作
り
上
げ

た
の
が
現
代
日
本
な
の
だ
。（
Ｓ

Ｐ
よ
り
も
警
察
犬
の
ほ
う
が
役

立
っ
た
の
で
は
？
と
思
え
て
な
ら

な
い
）

　

さ
て
「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘
れ

る
」
の
諺
通
り
、
こ
の
拙
文
を
お
読

み
の
頃
に
は
、
秋
風
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
よ
う
が
、
昨
夏
を
思
い
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
も
そ
も
、
コ
ロ

ナ
が
な
く
て
も
、
真
夏
の
東
京
で
オ

リ
・
パ
ラ
開
催
な
ど
、
狂
気
の
沙
汰

だ
っ
た
の
だ
。
選
手
、
観
客
、
ス
タ
ッ

フ
、
警
備
関
係
者
、
一
般
都
民
、
一

般
観
光
客
な
ど
の
途
方
も
な
い
人
数

を
想
定
し
て
の
熱
中
症
対
策
、
対
処

は
？
要
人
へ
の
テ
ロ
対
策
は
？
無
差

別
テ
ロ
対
策
は
？
そ
の
た
め
の
空
港

警
備
は
？
単
独
犯
の
手
製
銃
か
ら
元

総
理
一
人
も
守
れ
な
い
レ
ベ
ル
の
国

家
が
こ
れ
ら
に
対
応
で
き
た
か
？
逆

説
的
だ
が
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
「
無

観
客
」（
熱
中
症
患
者
で
医
療
機
関

が
パ
ン
ク
せ
ず
、
無
差
別
テ
ロ
対
策

も
不
要
）
で
、
来
日
要
人
少
数
（
要

人
テ
ロ
の
可
能
性
激
減
）
と
、
安
全

対
策
関
係
者
は
、
さ
ぞ
安
堵
し
た
に

違
い
な
い
。
熱
中
症
で
死
者
が
出
た

り
、
要
人
が
テ
ロ
で
亡
く
な
っ
た
り
、

悲
惨
な
無
差
別
テ
ロ
映
像
が
世
界
中

に
配
信
さ
れ
た
な
ら
、
日
本
の
信
用

は
失
墜
し
た
だ
ろ
う
。（
パ
リ
で
２

年
後
に
テ
ロ
が
起
き
て
も
、
白
人
国

家
の
フ
ラ
ン
ス
が
責
め
ら
れ
る
こ
と

は
あ
る
ま
い
が
、
日
本
は
被
差
別
有

色
人
種
国
家
と
い
う
悲
し
い
事
実
を

忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
）。
あ
れ
か

ら
一
年
た
っ
た
７
月
下
旬
、
私
が
東

京
の
某
ホ
テ
ル
に
滞
在
中
、
い
か
に

も
「
私
服
」
の
方
々
が
ロ
ビ
ー
の
あ

ち
こ
ち
に
。
わ
ざ
と
「
私
服
」
と
わ

か
ら
せ
る
こ
と
で
抑
止
効
果
を
狙
っ

た
の
か
？
そ
れ
と
も
単
に
「
張
り
込

み
」
が
ヘ
タ
？
一
部
の
利
用
客
か
ら

は
「
威
圧
感
が
あ
り
過
ぎ
て
不
愉
快
」

と
ホ
テ
ル
に
苦
情
が
あ
っ
た
と
か
。

　

私
と
し
て
は
「
さ
す
が
要
人
宿
！
」

と
面
白
か
っ
た
が
、
地
下
か
ら
の
入

り
口
は「
猫
の
子
一
匹
い
な
い
」状
態
。

　
「
警
備
」
は
、
た
だ
の
演
出
な
の

か
？
そ
ん
な
日
本
に
お
い
て
、
自
衛

隊
の
皆
様
は
本
物
の
「
プ
ロ
」
と
信

じ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
プ
ロ
」
で

い
て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、
我
々
は

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
ら
れ
る
こ
と

に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

女
心
の
防
衛
論
　「﹃
プ
ロ
﹄不
在
」
憂
国
論

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
　
堀ほ
り
江え

珠た
ま
喜き

令
和
元
年
度
防
衛
大
学
校
卒
業
式

　

内
閣
総
理
大
臣
訓
示
（
抜
粋
）

 
令
和
2
年
3
月
22
日

　

本
年
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約

の
改
定
か
ら
60
年
と
な
り
ま
す
。
日

米
同
盟
は
、
外
交
・
安
全
保
障
の
主

軸
と
な
り
、
日
本
の
平
和
国
家
と
し

て
の
歩
み
を
確
か
な
も
の
と
し
、
安

定
し
た
成
長
を
実
現
す
る
基
盤
と
な

り
ま
し
た
。
当
時
、
条
約
の
改
定
を

巡
っ
て
は
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

と
い
っ
た
激
し
い
批
判
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
先
人
た
ち
は
、
50

年
、
１
０
０
年
先
を
見
据
え
、
敢
然

と
行
動
し
ま
し
た
。

　

平
和
安
全
法
制
の
制
定
を
巡
っ
て

も
、
同
様
の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
互
い
に
助
け
合
え
る
同
盟

は
、
そ
の
絆き
ず
なを
強
く
す
る
。
こ
の
法

制
に
よ
っ
て
、
日
米
同
盟
は
、
か
つ

て
な
く
強
固
な
も
の
と
な
り
、
厳
し

い
国
際
環
境
に
あ
っ
て
、
大
き
な
抑

止
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

諸
官
が
、
指
揮
官
と
し
て
臨
む

様
々
な
局
面
に
お
い
て
も
、
過
去
の

経
験
が
通
用
し
な
い
中
で
、
判
断
を

下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
世
界
に
広
く

目
を
開
き
、
的
確
な
情
勢
分
析
の
下

で
、
大
局
観
を
持
っ
て
決
断
す
る
幹

部
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
米
同
盟
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ

れ
か
ら
も
、
我
が
国
の
外
交
・
安
全

保
障
の
基
軸
で
す
。
日
米
同
盟
を
真

に
実
効
あ
る
も
の
に
で
き
る
か
は
、

諸
官
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

自
ら
の
国
を
、
自
ら
の
力
で
守
り

抜
く
。
そ
の
強
い
決
意
と
と
も
に
、

地
域
の
公
共
財
と
し
て
の
日
米
同
盟

の
更
な
る
強
化
に
向
け
て
、
我
が
国

の
果
た
し
得
る
役
割
の
拡
大
を
図
っ

て
い
く
。
各
自
が
常
に
、
そ
の
高
い

自
覚
の
下
に
職
務
に
邁ま
い
し
ん進
し
、
日
米

の
紐ち
ゅ
う
た
い帯を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て

く
だ
さ
い
。

　

も
は
や
、
ど
の
国
も
一
国
の
み
で

自
国
の
安
全
を
守
り
切
れ
な
い
時
代

に
あ
っ
て
、
日
米
共
通
の
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
で
あ
る
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
・
太
平
洋
の
実
現
は
、
こ
の
地
域

全
体
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
る
も

の
で
す
。

　

現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
イ

ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
）
を
始
め
と
す
る
国
々

と
の
共
同
訓
練
や
、
能
力
構
築
支

援
、
災
害
救
援
な
ど
、
様
々
な
安

全
保
障
協
力
を
進
め
て
い
ま
す
。

首
脳
会
談
の
場
に
お
い
て
も
、
防

衛
協
力
が
話
題
と
な
り
、
自
衛
隊

に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
と
、

私
自
身
、
感
じ
て
い
ま
す
。
日
本

に
感
謝
す
る
。
今
後
と
も
協
力
を

続
け
て
い
き
た
い
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統

領
の
言
葉
で
す
。
装
備
品
の
移
転

の
み
な
ら
ず
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
教
育

か
ら
整
備
員
の
育
成
ま
で
、
日
本
な

ら
で
は
の
支
援
で
、
７
千
を
超
え
る

島
々
と
広
大
な
海
の
警
戒
監
視
能

力
は
、
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

諸
官
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
各

国
と
の
協
力
を
力
強
く
リ
ー
ド
し
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
、
本
日
、
卒
業
を

迎
え
る
９
か
国
30
名
の
留
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
そ
の
架
け
橋
と
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
昨
年
、
皆
さ
ん
の

先
輩
を
官
邸
に
招
い
た
際
、
タ
イ
の

ナ
パ
ド
ン
陸
軍
少
将
は
、
こ
う
語
っ

て
い
ま
し
た
。
防
衛
大
学
校
卒
業
生

は
、
ど
の
大
学
に
も
負
け
な
い
、
全

世
界
の
安
全
保
障
の
主
軸
に
な
れ
る

こ
と
を
証
明
し
た
い
。
留
学
生
の
皆

さ
ん
と
自
衛
隊
が
、
世
界
の
平
和
と

繁
栄
に
向
か
っ
て
、
共
に
行
動
す
る

日
が
来
る
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

太
平
洋
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
繋つ

な

が

る
広
大
な
海
を
、
自
由
で
開
か
れ
た

も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
諸
官
の
果

た
す
役
割
は
、
益
々
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
以
下
略
）

★
知
ら
れ
ざ
る
学
び
舎
の
実
像

「
防
衛
大
学
校
」

　

 

第
9
代
防
衛
大
学
校
長

　

国
分
良
成
著�

（
中
央
公
論
社
）

★
知
ら
な
い
と
後
悔
す
る

「
日
本
が
侵
攻
さ
れ
る
日
」

　

 

参
議
院
議
員
（
賛
助
会
員
）

　

佐
藤
正
久
著�

（
幻
冬
舎
新
書
）

★ 

危
機
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
に

求
め
ら
れ
る
も
の

「
挑
戦
す
る
力
」

　

 

参
議
院
議
員
（
賛
助
会
員
）

　

松
川
る
い
著�

（
飛
鳥
新
社
）

★ 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　

侵
略
で
問
わ
れ
る

「
日
本
の
覚
悟
」

　

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
際
政
治
学
者

　

グ
レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
著

�

（
育
鵬
社
）

会
員
増
勢
運
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
ご
協
力
の
お
願
い

　

大
阪
防
衛
協
会
は
、
昭
和
三
十
八
年

（
1
9
6
3
）
一
月
、
北
陸
地
方
一
帯
を

襲
っ
た
豪
雪
に
際
し
、
自
衛
隊
が
出
動

し
、
そ
の
献
身
的
な
働
き
に
感
動
し

た
関
西
経
済
連
合
会
を
中
心
と
す
る

多
く
の
財
界
人
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
九

年
二
月
松
下
幸
之
助
氏
を
初
代
会
長

と
し
て
創
設
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
に

五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

協
会
は
創
設
以
来
、
P
K
O
・
災

害
派
遣
隊
員
の
激
励
慰
問
、
入
院
患

者
見
舞
い
、
殉
職
隊
員
家
族
弔
問
慰

霊
祭
協
力
、
新
入
隊
員
激
励
、
隊
員

募
集
協
力
等
の
支
援
活
動
を
行
う
他
、

機
関
紙
の
発
刊
、
講
演
会
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
、
音
楽
隊
演
奏
会
の
支

援
、
演
習
等
視
察
見
学
、
体
験
飛
行
・

航
海
、
青
年
部
に
よ
る
防
衛
防
災
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
婚
活
活
動
等
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
最
近
で
は
世
界
の
安
全
保

障
環
境
が
激
変
し
て
い
る
中
、
平
成

二
十
八
年
三
月
か
ら
「
平
和
安
全
保

障
法
制
」
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い

環
境
と
条
件
の
中
で
本
来
の
防
衛
任
務

の
他
、
P
K
O
活
動
や
災
害
派
遣
行

動
等
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
は
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
継

続
す
る
と
と
も
に
、「
自
分
の
国
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
気・
・概
を
示
す
手
段

が
当
協
会
の
存
在
と
考
え
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
会
の
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
さ
ら
に
会
員
増
勢
に
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長　

井
上
礼
之

 

（
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
取
締
役
会
長
）

年
会
費

・特
別
会
員（
法
人
）�

一
口
三
万
円

・賛
助
会
員�

一
口
一
万
円

・普
通
会
員�

一
口
三
千
円

・家
族
会
員�

一
口
二
千
円

※ 

ご
入
会
希
望
の
方
、
ご
紹
介
下
さ
る

方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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］

「
国
を
守
る
気
概
」
示
そ
う
！

自
衛
隊
最
高
指
揮
官

安
倍
元
総
理
の
遺
言




